
８
月
29
日
（
火
）
夜
、
さ
い
た
ま

市
の
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
、
オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
実
行
委

員
会
の
よ
び
か
け
に
よ
る
「
第
４
回

地
域
連
絡
会
交
流
会
議
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
会
議
に
は
埼
玉
衆
院
15
小

選
挙
区
す
べ
て
の
地
域
連
絡
会
の
代

表
が
出
席
し
て
熱
い
討
論
を
行
な
い

ま
し
た
。

一
昨
年
の
戦
争
法
強
行
成
立
後
、

安
倍
自
公
政
権
打
倒
を
め
ざ
し
て
野

党
と
市
民
の
共
闘
を
す
す
め
る
運
動

が
県
内
各
地
で
広
が
り
、
15
小
選
挙

区
す
べ
て
に
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
年
７
月
ま
で
に
各

地
域
で
行
わ
れ
た
総
会
や
地
域
集
会

に
は
、
あ
わ
せ
て
約
６
２
０
０
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

交
流
会
議
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
小

出
重
義
実
行
委
員
長
は
、
安
倍
内
閣

の
支
持
率
が
急
落
し
て
い
る
こ
と
に

触
れ
な
が
ら
「
安
倍
首
相
は
改
憲
を

諦
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来

年
に
は
（
改
憲
案
を
）
必
ず
出
し
て

く
る
。
こ
れ
を
止
め
る
に
は
地
域
連

絡
会
を
中
心
に
野
党
共
闘
を
具
体
化

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
の
べ
、

先
の
仙
台
市
長
選
挙
で
は
そ
れ
が
証

明
さ
れ
た
と
訴
え
ま
し
た
。

地
域
連
絡
会
の
強
化
で
野
党
共
闘

の
発
展
を

活
動
交
流
で
は
、
各
地
域
か
ら
苦

労
と
喜
び
が
ま
じ
り
あ
う
こ
の
間
の

と
り
く
み
や
教
訓
、
明
る
い
展
望
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
、
連
絡

会
の
役
員
が
何
度
も
足
を
運
ん
で
民

進
、
共
産
、
社
民
、
自
由
党
な
ど
と

懇
談
し
結
び
つ
き
を
強
め
、
そ
の
う

え
で
連
絡
会
結
成
や
数
百
人
規
模
の

決
起
集
会
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。

総
選
挙
を
め
ざ
し
て
具
体
的
に
野
党

共
闘
の
準
備
を
始
め
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。
８
区
（
所
沢
市
、
三
芳

町
、
旧
大
井
町
）
は
、
２
回
の
相
談

会
を
ふ
ま
え
６
月
１
日
に
「
安
保
法

制
廃
止
・
立
憲
主
義
回
復
！
野
党
共

闘
を
め
ざ
す
８
区
市
民
の
会
」
を
８

５
０
人
の
参
加
で
結
成
し
ま
し
た
。

２
区
（
川
口
市
）
は
、
昨
年
11
月

「
政
治
転
換
を
追
及
す
る
川
口
市
民

連
合
」
を
結
成
。
民
進
・
共
産
両
党

の
公
認
候
補
が
準
備
に
関
わ
り
、
社

民
も
加
え
た
３
党
共
同
の
駅
頭
宣
伝

を
実
施
し
ま
し
た
。
４
区
（
新
座
・

朝
霞
・
和
光
・
志
木
）
は
、
８
月
２

日
夕
方
志
木
駅
前
で
、
豊
田
真
由
子

衆
院
議
員
の
辞
職
を
求
め
る
市
民
集

会
を
行
な
い
、
３
０
０
人
の
大
宣
伝

行
動
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。「
秋
に

１
０
０
０
人
規
模
の
大
宣
伝
行
動
を

行
な
う
」（
１
区
）、「
６
月
に
市
民

と
野
党
の
政
策
懇
談
会
を
行
な
っ

た
。
会
の
政
策
協
定
案
を
各
党
に
送

り
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」（
７

東
松
山
市
議
会
で
共
謀
罪

法
廃
止
の
意
見
書
可
決

６
月
議
会
で
「
共
謀
罪
法
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
を
10

対
９
で
可
決
し
た
の
は
東
松
山
市
議

会
で
す
。
請
願
者
は
「
安
保
法
制
廃

止
、
立
憲
主
義
回
復
を
め
ざ
す
10
区

市
民
の
会
」
に
参
加
す
る
市
民
。
民

進
・
共
産
・
自
由
な
ど
野
党
の
賛
同

で
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
請
願
者
の
意
見
陳
述
も
行
わ

れ
議
員
の
心
を
動
か
し
ま
し
た
。
自

民
・
公
明
の
激
し
い
抵
抗
も
あ
り
ま

し
た
が
野
党
の
結
束
で
可
決
さ
れ
た

の
で
す
。
10
区
市
民
の
会
は
今
年
２

月
川
島
町
で
４
８
０
人
が
参
加
し
て

結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
力
が
意

見
書
採
択
を
後
押
し
し
た
も
の
と
確

信
に
な
っ
て
い
ま
す
。

区
）
な
ど
、
急
速
に
運
動
が
進
展
し

て
い
る
様
子
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
３
日
10
万
人
集
会
な
ど
た
た

か
い
を
広
げ
よ
う

交
流
の
後
、
贄
田
教
秋
総
行
動
実

行
委
員
会
事
務
局
長
か
ら
方
針
と
今

後
の
と
り
く
み
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
安
倍
首
相
が
改
憲
の
動
き
を
加

速
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
９
条

加
憲
は
改
憲
そ
の
も
の
で
あ
り
、
た

た
か
い
を
強
め
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
そ
の
う
え
で
来
年
６
回
目
の
１

万
人
集
会
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
や

11
月
３
日
に
東
京
で
計
画
し
て
い
る

10
万
人
集
会
の
成
功
、
地
域
で
自
治

体
へ
の
意
見
書
採
択
運
動
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
多
彩
な
行
動
を
展
開
し

よ
う
と
呼
び
か
け
、
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
小
出
実
行
委
員
長

第４回地域連絡会で活発な討論

15
選
挙
区
の
連
絡
会
代
表
が
出
席

地域か　　
ら野党共闘発展さ　せ

自公政権を倒そう

－1－

民主県政の会

●加盟団体・地域の会の運動や教訓などを 
ニュースに掲載しますので送ってください。

第181号　2017年９月1日

県民参加の民主県政をめざす埼玉各界連絡会

さいたま市浦和区高砂3-10-11 第1木村ビル4F

ＴＥＬ　048-866-6085　FAX　048-866-6095
twitter は http://twitter.com/#1/minsyukensei_s



兵
器
禁
止
条
約
の
前
文
で
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
と
言
う
言
葉
が
二
か
所
も
使
わ

れ
て
い
る
」
こ
と
に
感
動
し
「
国
際

署
名
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名

１
時
間
で
１
３
０
筆

７
月
14
日
午
後
、
浦
和
駅
東
口
で

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
行
動
が
行
わ

れ
55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
80
歳
を

超
え
る
被
爆
者
が
「
生
き
て
い
る
間

に
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
と
訴

え
、
１
時
間
で
１
３
０
筆
が
集
ま
り

ま
し
た
。
埼
玉
合
唱
団
や
平
和
団
体

も
い
っ
し
ょ
に
行
動
し
ま
し
た
。

平
和
・
友
好
の
未
来
を
さ
ぐ

る
埼
玉
の
戦
争
展
７
千
人
超

２
０
１
７
年
平
和
の
た
め
の
埼
玉

の
戦
争
展
が
、
７
月
29
日
か
ら
31
日

ま
で
浦
和
コ
ル
ソ
で
行
わ
れ
７
千
人

超
が
参
観
し
ま
し
た
。
憲
法
施
行
70

年
目
の
戦
争
展
。
テ
ー
マ
は
「
過
去

と
向
き
合
い
平
和
・
友
好
の
未
来
を

さ
ぐ
る
」。
原
爆
や
戦
争
と
憲
法
、

沖
縄
の
実
相
や
危
険
な
埼
玉
の
空
な

ど
展
示
物
が
い
っ
ぱ
い
。
戦
後
１
０

０
年
、
２
０
０
年
を
め
ざ
し
て
、
高

校
生
な
ど
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

な
勇
気
と
力
を
私
た
ち
に
与
え
て
く

れ
た
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
条
約

採
択
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
日
本
政
府

を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

世
界
大
会
に
先
立
っ
て
県
内
63
市

町
村
で
平
和
行
進
が
取
り
組
ま
れ
条

約
締
結
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

し
め
や
か
に
原
爆
死
没
者

慰
霊
式

第
32
回
埼
玉
県
原
爆
死
没
者
慰
霊

式
が
７
月
30
日
、
さ
い
た
ま
市
民
会

館
う
ら
わ
で
行
わ
れ
、
田
中
照
巳
県

被
爆
者
協
議
会
会
長
を
は
じ
め
被
爆

者
や
そ
の
遺
族
ら
多
数
が
出
席
し
ま

し
た
。
田
中
会
長
は
採
択
さ
れ
た
核

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
と

平
和
行
進

２
０
１
７
年
の
夏
は
核
兵
器
禁
止

条
約
が
採
択
さ
れ
る
歴
史
的
情
勢
の

な
か
で
、
核
廃
絶
や
戦
争
と
平
和
を

考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
２
０
１
７
年
世
界
大

会
は
８
月
３
日
〜
９
日
ま
で
広
島
・

長
崎
で
行
わ
れ
、
７
日
〜
９
日
長
崎

市
で
開
催
さ
れ
た
原
水
禁
世
界
大
会

に
は
埼
玉
か
ら
１
４
０
名
を
超
え
る

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
総
会
で

田
上
富
久
長
崎
市
長
は
「
核
兵
器
禁

止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
源
流

は
被
爆
者
の
み
な
さ
ん
に
あ
り
大
き

（
上
・
右
）
長
崎
市
国
際
平
和
公
園
内
に
立
つ
平
和
祈
念
像
、（
上
・
左
）
原
水
爆
禁
止
２
０
１
７
年
平
和
大
行
進
＝
７
月
７
日

狭
山
市
、（
左
・
２
段
目
）
浦
和
区
で
行
わ
れ
た
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
で
話
す
県
被
爆
者
協
議
会
の
田
中
照
巳
会
長
、（
左
・
３

段
目
）
１
時
間
足
ら
ず
で
１
３
０
筆
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
を
集
め
た
＝
７
月
14
日
・
浦
和
駅
東
口
、（
左
・
４
段
目
）
憲
法
施
行

70
年
目
の
「
平
和
た
め
の
埼
玉
の
戦
争
展
」。
＝
７
月
29
日
〜
31
日
浦
和

原
爆
・
被
爆
者
、
戦
争
と
平
和
を
考
え
行
動
す
る
夏

核
兵
器
禁
止
条
約
採
択

被
爆
者
が
勇
気
と
力
を
与
え
た

歴
史
的
な
年
に
、
全
国
・
全
県
で
多
様
な
と
り
く
み
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